
事務312惨

稿

跨

カ

更

に

充

実

新
鋭
化
学
消
防
車
人

油
火
災
等
に
威
力
者
発
揮

昭和46年 1s 16f:1 

ηJ
ッ
ト
ペ
相
県
波
後
一
一
一

0
0鈍ア

ッ
ト
ル
ハ
一
気

0
9
Y
1
p
d
wま

で
二
分
さ
れ
て
い
る
〉
惜
し
、
こ

の
求
檎
mw
本
と
薬
時
棋
を
一
一
…
パ

i

h
唱

V
ト
か
ら
六
パ
ー
セ
y
t
r
いい

抽
出
会
し
て
刷
出
掛
抑
殺
の
液
体
と
し

て
依
然
し
、
抽
出
泌
を
絞
帯
構
し
て

緩
ゑ
消
火
す
る
と
い
う
排
出
総
の

治
防
事
で
す
が
、
水
描
糊
の
水
一

一ニ

0
0
世
ツ
注
P
L
F

且宜骨棋の
b
p

y
p
の
準
よ
れ
ツ
ヂ

A
O
Oヲ
ツ
ト

ζ

の
滋
念
に
も
と
づ
く
行
政
の
総
経
づ
く
り
主
し
て
行
な
っ
品
後
に
お
け
る

の
施
策
と
滋
燃
は
、
惑
を
議
事
た
も
の
で
あ
与
ま
す
。
致
は
、
組
制
し
い
政

今
削
制
み
て
、
だ
れ
に
も
漁
ず
る
こ
う
し
た
中
に
お
い
て
昨
年
よ
る
新
事
祭
め
総

こ
と
な
き
掛
端
機
た
る
も
の
が
あ
七
月
…
自
に
市
市
制
制
を
線
科
刊
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
〈

争

ま

す

。

初

代

市

長

の

総

資

を

担

当

い

た

中

に

ゑ

ま

れ

出

向

ず

漁
栄
入
学
院
の
訟
背
中
合
援
争
し
た
わ
け
で
る
ち
ま
ず
が
、
市
あ
号
ま
し
ょ
う
。

し
た
が
い
ま
し

か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
草
食
品
人
民
の
皆
様
め
縫
任
を
抵
宅
、
本

1
1
L

市
民
の
後
擦
に
・
お

韻
閣
の
鱒
開
通
、
電
時
耐
の
自
品
耕
作
和
、
中
期
の
市
政
上
段
も
激
務
糊
刑
と
国
船

て
は
、
市
政
に
対

栄
輯
摘
の
総
数
え
促
進
‘
総
本
仲
間
わ
れ
る
と
れ
か
ら
静
岡
悶
年
間
を

な
き
ど
中
冬
後
と
ど
協
カ
に
よ

浴
公
団
抑
制
北
命
館
柏
崎
市
り
入
臨
泊
、
一
応
た
び
帝
政
令
絞
当
さ
せ
て
い

、
新
市
授
と
と
も
に
、
市
…

務
総
緩
め
後
三
様
化
促
進
、
天
た
だ
き
、
手
組
員
同
問
の
水
質
保
全

民
の
災
申
し
あ
わ
せ
主
、
車
鳥
山

王
台
薮
釈
の
削
減
蜜
.
成
間
同
制
憾
の
と
こ
れ
に
待
う
下
水
遂
事
幾
、

か
な
絞
み
よ
い
近
代
的
回
同
開
問
問

制
捜
線
電
化
漆
齢
期
及
び
淡
同
開
線
下
災
五
品
阿
部
副
際
、
成
m
回

線

の

複

線

網
抑
制
務
づ
く
h

ソ
の
た
め
に
、
省

ち
帥
択
制
刊
申
ゅ
の
時
刻
偶
蹄
争
下
・
げ
、
穏
化
、
拙
尚
南
町
と
の
的
抑
制
刊
に
よ

さ
れ
ま
す
と
と
を
切
羨
い
た
一

し

て

や

み

ま

佼

ん

。

…

制
執
も
今
後
は
}
中
市
災
と
し
即

て
、
慨
問
点
的
繁
栄
を
統
合
…

し
、
か
げ
な
が
ら
懐
刀
を
さ
…

唆
て
い
た
だ
く
霊
設
さ
ざ
一

い

ま

す

。

繍

こ
こ
に
、
}
月
一
一
十
回
同
居
間

を
も
っ
て
、
八
年
間
同
に
ゐ
允
‘

る
闘
刊
を
公
る
に
あ
た
ち
、
と
…

れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
街
地
開
山

中点の

C
援
組
問
あ
ふ
れ
る
ど
交
山

後
と
ど
協
力
に
品
川
し
ま
し
叩

て
、
感
く
お
引
刊
を
串
脅
し
上
げ
一

ま
す
と
主
も
に
、
皆
様
方
の
一

M
M
縫
棋
風
と
ど
多
織
を
疑
心
か

ら
れ
持
続
り
い
た
し
ま
し
て
、
一

送
付
院
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
帽

し
ま
す
。

と
の
た
め
、
湖
北
出
向
議
所
に

は
従
来
本
署
へ
滅
後
し
て
お
号

ま
し
た
放
水
鏡
付
夕
γ
M
Y
獲
が

間
出
掛
見
番
え
・
と
な

p市
内
の
拙
倒
防

・カ
H
伸
、
各
畢
骨
、
時
間
に
タ

γ
ク
事

ハ
遼
消
前
診
が
毘
還
さ
れ
初
縁

側聞勢
mu
強
犯
と
総
数
運
用
に
よ

る
欝
融
制
力
が
一
致
と
滅
後
さ
れ

る
と
と
に
な
ち
~
ま
し
た
。

今
度
購
入
し
ま
し
た
化
学
油
消

防
車
協
抗
、
水
槽
が
て
一
品
。
。

退

径

の

村榊 1月の納税榊榊
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手
質
問
明
措
臨
機
下
水
道
の
ぬ
滋
、

犬
繁
及
び
商
品
棋
の
時
間
数
な
ど
b
t

は
じ
め
、
上
水
道
官
世
帯
燃
の
笑

務
、
し
同
県
制
措
訓
瑚
嶋
切
の
増
設
、
端
鞘

北
救
出
砧
か
コ
一
地
域
の
泌
米
同
地
綴

場
建
設
と
下
水
遂
事
哲
郎
、
間
関
小

及
び
一
小
の
紙
同
筋
化
、
滋
北
合

宿
出
小
及
び
制
湖
北
台
市
平
の
新
鋭
、

学
校
体
脊
餓
及
び
寝
間
年
同
掛
母
慾

設
、
係
官
円
一
般
の
議
設
、
庁
舎
の

建
設
・
叫
蹴
鴨
織
と
道
路
の
滋
体
化

工
事
な
ど
が
あ
ち
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
、
住
民
舟
生
滋
綴
獲
の

内
問
上
さ
ら
に
枠
拡
十
万
部
常
時
畑
一
後

ち隣命

、"

し、

さ

ある
H
U
ん
か
い
鋒
部
場
、
務
孫
子

駅
附
周
辺
の
務
指
数
滋
と
と
れ
に

伴
う
潟
市
時
一
街
造
成
な
ど
こ
れ
ま

で
に
手
が
け
た
鐙
要
施
策
の
熔

融
制
お
る
い
は
議
滋
的
ほ
か
、
私

の
行
政
制
鴫
念
句
あ
る
形
成
の
し

あ
わ
ぜ
と
閥
唱
曲
鳴
り
た
め
の
「
料
開

と
求
に
糊
閥
向
相
し
た
切
る
く
曲
離
か

な
鐙
み
よ
い
滋
代
約
国
再
開
問
都
世
即

時
蹄
絞
」
の
肉
付
け
、
品
弘
上
げ
に

最
後
的
ピ
灘
公
を
い
た
し
た
い

と
存
じ
ま
し
た
が
、
す
で
に
皆
同

長
時
帆
滋
が
行
な
わ
れ
、
新
市

長
も
決
ま
号
ま
し
た
。

ん
棚
機
梯
帆
盤
は
少
な
く
な
ち
ま
す

が
、
貯
水
擦
や
消
火
栓
が
附
問
団
拡

に
な
く
て
も
火
点
滋
近
に
侵
入

し
て
、
た
だ
ち
に
務
制
脱
水
申
放

水
も
数
分
燃
は
湾
総
な
も
の
で

す
。畑

山
総
凶
川
、
隙
七
玄
万
門
で
問
問

蜘
陣
愉
湘
酷
掛
金
一
二
六
万
円
、
関
蹄
鞠
拭

悼
冊
鮎
掛
金
一
一
一
七
万
八
千
剛
円
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

に
の
化
学
淡
時
間
療
の
購
入
で

市
の
淡
輪
出
力
は
一
段
と
強
化
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
一
番
よ
い

り
は
火
を
山
山
き
な
い
と
主
で
す

の
で
、
終
日
仏
乾
燥
し
て
い
る
一

月
か
ら
二
月
に
か
け
て
は
、
お

互
い
に
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

つ

救
急
体
制
一
一
嬉
完
備

摺
防
庁
か
ら
救
急
車
の
害
賠

抽
出
時
間
出
け
か
ら
一
所
在
れ
た
傾
向
制
限
盗
自
動
車
か
ら
納
車
さ
れ
ま

間
同
十
五
年
度
の
寄
磁
救
ゑ
向
持
動
し
た
。

樹
中
の
間
比
率
商
常
総
に
廿
描
づ
き
マ
イ
本
年
品
説
的
、
消
務
庁
へ
の
柑
時
蝋
鰐

ダ
終
バ
ス
怒
一
救
急
尚
M

齢
制
禦
が
寄
食
料
鮎
坤
体
、
鈴
台
数
六
十
ア
台
で

蝕
さ
れ
る
と
主
に
な
り
、
総
年
生
命
保
険
協
会
か
ら
二
十
一

十
二
男
九
日
家
双
山
総
町
会
慾
で
ム
口
、
日
本
残
務
権
工
業
会
か
ら

摘
出
時
制
斤
か
ら
目
録
的
附
照
ゑ
を
一
一
…
十
台
、
山
之
内
綴
難
問
機
式
会

受
け
十
日
山
総
月
二
十
開
問
日
千
議
社
か
り
十
点
刊
マ
、
そ
れ
ぞ
れ
脳
同

場
耶
の
入
門
同
五
万
人
向
照
時
限
本
浴
め
人
司
は
、
臨
時
年
十
二

n
A
m
悶
聞
に
鵡
病
拙
問
ゴ
二
時
柑
地
の
や
島
町
物
品
後
き
ん
の
転
入
に

よ
れ
J

京
万
人
に
途
し
ま
し
た
。
学
官
持
は
、
助
役
か
ら
玄
万

人
隠
の
お
祝
い
を
受
け
る
中
島
き
ん
の
出
世
さ
ん
。

市
の
人
口
は
、
総
匁
十
月
一

円
日
制
出
稼
で
行
な
わ
れ
た
隠
勢
調
閥

単
乱
臨
吋
舟
人
口
問
九
、
二
三
人
人

は
俊
民
基
本
会
後
に
緩
時
僻
さ
れ

て
い
る
人
主
、
し
て
い
な
い
入

門
俊
民
義
本
合
側
慨
に
は
蓑
殺
し

て
い
な
い
が
、
絡
線
十
月
一
村
民

現
夜
で
一
一
一
カ
鈍
月
以
上
我
孫
子
市
川

M
M

巾
刊
に
居
住
し
て
い
る
人
ま
た

防
は
、
食
む
と
予
定
さ
れ
て
い
る

洲
る
を
も
ん
両
日
め
た
人
口
で
す
。

同
期
昨
年
十
一
月
米
出
向
滅
後
ま
で

…
榔
時
中
部
の
人
口
門
広
報
に
震
予
M

訓用伎で

4

減
昨

別
問

4

糊手

市の人口

昭税務空手121l3l日義者援

努 25.025人吉首長及113人喰

女 25.201入グ 13争グ

計雲母，226人 " 252" 

栓努数13.50品役務グ731悲惨殺

12丹の人口護事態

男女計

出!E 41人話人型7人

事長入 214人 225人 43守人

死 e 14人 事入 23人

転総 128人 133人 2必人

政
力
が
貧
弱
な
中
間
知
町
村
、
ま
た

は
、
数
急
自
動
率
が
終
に
必
要

主
認
め
ら
れ
る
市
町
村
に
附
州
市
平

に
な
っ
た
わ
け
マ
ナ
が
、
中
背
附
隣

教
品
掛
問
中
は
B
殺
主
い
い
ま
し

て
、
小
制
訟
で
掛
執
念
業
務
遂
行
に

や
や
幾
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

本
市
で
は
、
寄
贈
教
柄
欄
附
ゆ
と
の

幾
額
八
十
七
万
悶
H
を
一
部
品
川
制
慨

し
て
、
定
長
十
穏
で
州
間
部
京
後
送

が
同
何
時
吋
一
一
一
名
で
き
る
大
絞
め
A

た
分
〉
は
、
仲
間
伐
ぷ
本
台
擦
に

四
閣
総
き
れ
て
い
る
ガ
の
み
で
す

の
で
、
己
的
蓬
門
用
問
融
持
論
胸
骨
蹴
臨
吋

に
仲
間
民
基
本
品
開
削
慨
に
笠
録
さ
れ

て
い
な
い
者
ま
た
は
、
住
民
骨
富

本
台
師
棋
に
は
経
品
略
さ
れ
て
い
る

が
、
災
際
v
ド
凶
同
時
叫
柑
開
予
滋
市
内
に

往
ん
で
い
な
い
者
を
務
総
〉
国
力

ご
七
七
名
機
‘
占
品
開
凶
名
神
間
を

hm

欲
し
ま
し
た
の
が
時
棋
の
人
口
で

す。
と
れ
か
ら
は
、
と
母
方
式
で

幾
裁
い
た
し
ま
す
。

694 

級
品
世
致
命
回
数
府
中
を
希
望
却
し
、
こ

れ
が
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
と
の
家
に
は
、
ま

だ
無
線
機
が
淡
麟
制
さ
れ
て
・
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
出
帆
W
W此
間
後
等
の

透
絡
が
マ
き
ず
、
還
問
mず
る
ζ

と
が
で
き
な
い
状
線
で
滅
後
日

時
制
時
泌
総
張
所
に
総
務
だ
時
り
し

て
あ
ち
ま
す
。
設
備
が
鐙
余
に

勺
き
た
時
間
に
は
、
そ
む
沼
周
慨

が
納
品
付
寄
れ
ま
す
。

妻号室重機を耳元ちつけると告を滋できる大雪泣き主主主導星



市長・市議補
欠選挙結果

ま
だ
ま
だ
低
い
自
治
意
識

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
人
口

が
増
え
る
半
面
、
自
治
意
識
、

郷
土
愛
が
う
す
れ
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
市
政
に
も
あ
ま
り
関

心
を
一
市
さ
な
い
と
い
う
夙
籾
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
我
孫
子

市
の
み
に
限
っ
た
問
題
で
は
な

く
新
生
都
市
の
か
か
え
た
大
き

な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

表
の
と
お
り
第
十
三
投
票
一
弘

〈
湖
北
台
西
小
学
校
投
票
一
昨
υ

の
投
票
率
市
表
選
挙
三
九
・
一

八
パ
l
セ

Y
ト
、
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
三
九
・
一
回
パ
i
セ

y
ト
k
非
常
に
惑
く
、
新
興
住

宅
地
の
一
一
一
割
自
治
意
識
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
辺
が
特
筆
さ

れ
ま
す
。

了
飛
地
明
。
勲
一
紘
一
千
県
禁
断
郊
リ
v
l
大
会
の

一
/
検

γも
.

回

予

選

を

か

ね

て

、

東

葛

飾

郡

冬

「
!

l
ド
I
l
l
i
-
-
し
期
ロ
l
v
v
i
ス
大
会
が
行
な

一

一

山

川

紘

一

郎

則
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出
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目
町
一
旦
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細

川
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泊

四

一

「
副
引
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子
十
れ

E
U軒
両
刑
制
一

同
川
一
昨
川
一
時
日
一
一
中
日
一

一
山
口
一
利
口
一
相
川
一
れ
れ
一

一

昭

1

一

昭

1

一

昭

l

一
昭
ロ
一

特

に

新

興

住

宅

地

域

昨
年
十
二
月
二
十
七
日
に
行

な
わ
れ
た
市
長
・
市
議
会
議
員

の
補
欠
選
挙
の
結
果
は
、
す
で

行
に
一
月
一
日
発
行
の
広
報
で
お

島
知
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

日
各
投
票
所
ご
と
の
吹
田
同
市
中
な
ど

加
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
す
。

-
本
市
は
、
首
都
東
京
に
も
通

伴
勤
一
時
間
と
い
う
地
践
的
立
地

制
条
件
に
恵
ま
れ
、
市
柏
町
の
仲
長

持
は
め
ざ
ま
し
く
発
展
し
て
き
ま

一
し
た
。

一
人
口
に
お
い
て
は
、
問
和
三

一
十
年
四
月
二
十
九
日
の
二
町

一
一
村
の
合
併
時
に
男
一
一
、
九

一
一
八
入
、
女
ご
一
一
、

O
四
九
人

一
計
二
回
、
九
六
七
人
で
あ
っ
た

・J

も
の
が
、
昭
和
三
十
八
年
五
月

;
に
は
、
一
ニ
万
人
、
昭
和
国
十
五

ぴ

年
一
月
に
は
四
万
人
、
昭
和
四

十
五
年
十
二
月
に
は
五
万
人
と

と
と
数
年
は
非
協
に
域
加
率
も

高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
白
増
に
比
例
し
て
‘
選
挙

の
有
権
者
も
合
併
時
は
、
男

六
、
五
六
回
人
、
女
七
、
一
七

六
人
、
計
一
一
ニ
、
七
四
O
人
で

あ
っ
た
も
の
が
、
開
和
一
一
一
十
四

年
一
月
二
十
五
日
に
は
一
五
、

一
八
七
人
、
昭
和
一
二
十
入
年
一

月
二
十
日
に
は
一
七
、
五
九
二

人
、
開
和
四
十
二
年
}
月
一
一
四

日
に
は
ご
っ
六

O
六
人
と
な

り
、
先
般
行
な
わ
れ
た
選
挙
時

は
一
二
二
、
二
個
人
人
と
な
っ
て

お
り
、
合
併
時
に
比
較
し
ま
す

と
十
五
年
間
に
突
に
-
・
ニ
九

倍
七
、
二
八
一
人
も
増
え
て
お
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我孫子市長(1可長)選挙投票結果比較表

わ
れ
ま
す
の
で
、
多
数
応
募
く

だ
さ
い
。

V
期
日
一
月
二
十
四
日

午
前
九
時
に
我
孫
子
市
中
央

公
民
銭
前
集
会

w
v
会
場
鎌
ケ
谷
町
へ
貸
切
り

パ
ス
に
て
会
場
へ
向
い
ま

す。
w
v
資
格
中
学
校
.
高
等
学
校

の
生
徒
と
一
般
男
子
(
大
学

生
を
含
む
〉

V
走
路
中
学
生
三
千
メ
l
ト

ル
高
校
生
.
一
般
六
千
メ

l
ト
レ

V
申
し
込
み
希
望
者
は
一
月

二
十
日
ま
で
に
市
教
育
委
員

会
社
会
教
脊
係
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話

八
ニ
!
一
一
五
一
番
内
線
二

一
七
需

指
名
参
加
顕
の
届
出
を

市
の
工
事
・
物
品
購
入
な
ど

昭
和
四
十
六
年
度
の
我
孫
チ

市
の
発
注
す
る
工
事
、
お
よ
び

資
材
、
物
品
等
の
隙
入
に
入
札

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

と
お

p
競
争
入
札
参
加
資
格
巾

読
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
受
付
期
間
昭
和
四
十
六
年

二
月
十
五
日
か
ら
三
月
十
五

円口
O
受
付
場
所
市
役
所
給
務
部

財
政
課
管
財
係

O
申
締
密
儀
式
時
間
設
省
、
千

葉
県
の
統
一
様
式
ハ
調
査
郎

量
関
係
は
測
量
業
協
会
統
一

様
式
)

工
事
戸
工
事
お
よ
作
詞
許
設

計
測
量
}
と
物
品
(
物
品
そ
の

他
)
と
は
、
別
備
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
謀

管
財
係
(
八
二
1
一
一
五
一
内

線
二

O
九
〉
ま
で

胃
の
レ
ソ
卜
ゲ
ン
検
査

今
年
も
胃
の
レ
シ
ト
ゲ
シ
検

売
の
申
し
込
み
を
次
の
要
領
で

計

二
月
二
十
日
ま
で
受
け
付
け
ま

す。
仲
間
所
.
民
名
、
生
年
月
日
、

国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
の

区
別
と
世
帯
主
名
を
市
役
所
保

健
隷
ま
で
ハ
ガ
キ
、
あ
る
い
は

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
の
集
団
検
診
は
、

νγ
ト

ゲ
γ
単
に
よ
る
間
接
撮
影
で
す

の
で
、
疑
問
な
と
こ
ろ
が
あ
る

と
精
密
検
査
に
廻
わ
さ
れ
夜
接

撮
影
お
よ
び
胃
液
の
検
査
や
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
検
夜
を
指
定

病
院
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
(
間
接
機
影
者
の
二
割

位〉
も
し
も
こ
の
精
密
検
診
で
ガ

Y
と
診
断
さ
れ
て
も
百
パ
l
セ

γ
ト
全
治
す
る
も
の
で
す
。
健

康
な
と
き
に
毎
年
繰
り
返
え
し

健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ

、。L
 予

定
人
員
は
六
百
名
で
す
の

で
、
定
員
に
な
り
ま
す
と
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

行

政

相

談

行
政
相
談
お
よ
び
人
綾
援
設

相
談
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま

す
白
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
日
時
一
月
二
十
六
日
午
前

就
学
者
の
健
康
臨
時
断

お
よ
び
知
能
テ
ス
ト

昭
和
四
十
六
年
間
対
に
就
学

予
定
者
の
健
康
診
断
及
び
知
総

テ
ス
ト
を
次
の
日
夜
に
よ
り
行

な
い
ま
す
の
で
、
時
間
当
す
る
お

子
様
は
父
兄
同
伴
の
う
え
お
受

け
く
だ
さ
い
。

O
該
当
者
昭
和
一
一
一
十
九
年
四

月
二
日
か
ら
附
和
四
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

子
様

。
受
付
時
間
受
付
時
間
は
、

い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
一
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。
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目
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口
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H

R

H
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一

1

1

1

1

1

1

1

十
時
か
ら
午
後
三
時
ー
ま
で

w
場
所
湖
北
台
支
所

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
一
流
k
し

て
、
次
の
と
お
り
ス
キ
1
・
ス

ケ
ー
ト
教
袋
を
開
催
し
ま
す
u

安
い
経
費
で
快
的
な
ウ
ィ
y

タ
l
ス
ポ
ー
ツ
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。ス

キ

|

教

室

串
期
日
一
月
二
十
九
日
(
夜
〕

ー
二
月
一
日
(
土
・
日
刀
)

晶
場
所
新
潟
県
市
場
ス
キ
l

場
骨
対
象
市
内
に
在
住
、
在
勤

在
学
す
る
も
の

争
会
費
五
千
円
(
交
通
費
.

宿
泊
料
、
コ
l
チ
料
、
読
雑

費
を
合
む
)

⑫
人
民
間
十
名

@
交
通
貸
切
パ
ス

争
申
し
込
み
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
八
二
l
一
一
五
一

番
へ
電
話
、
ハ
ガ
キ
で
一
月

二
十
日
ま
で
に
お
中
し
込
み

ス

キ

l
・

ス

ケ

ー

ト

教

室

く
だ
さ
い
。
(
会
授
は
後
に

約
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
)

な
お
、
ス
キ
i
教
室
開
催
に

伴
う
扮
穏
H
H
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
品
望
自
は
係
へ
お

m
旧
活
く
だ
さ
い
。

資
坊
υ

一
級
相
伎
の
技
術
を

有
す
る
も
の
問
名

ス
ケ
ー
ト
教
室

@
期
日
二
月
二
十
一
日
(
日
)

前
夜
発

品
場
所
山
割
引
間
合
同
士
山
叫
ハ
イ

日フ

Y
F

A
V
対
象
ス
キ
!
と
同
じ

@
会
費
千
二
百
円

争
人
員
四
十
五
名
「
先
背
問
削
)

A
V
交
通
貸
切
パ
ス

A
V
申
し
込
み
ニ
バ
十
日
ま
で

に
八
二
l
一
一
五
一
書
社
会

教
育
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
円
ま
た
、
会
費
は
後
に

納
め
る
こ
と
も
り
能
で
す
。
)
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